
8月24日記者会見口述書
「鶴ケ城周辺公共施設利活用構想」について
本日、報道機関の皆様には、たいへんお忙しいところ、ご参集いただきまして、厚く御礼を申し上げます。

本日、お話させていただきます事項は、鶴ヶ城周辺地区の公共施設利活用構想についてであります。

昨年2月に皆様にお示しいたしました鶴ヶ城周辺公共施設利活用構想（素案）につきましては、市政方針で申し上げたとおり、市民懇談会からいただいた「提言」を尊重しながら、議会の再考の決議等を踏まえ、課題等を精査し、更に検討を進めてきたところであります。
こうした中で、特に、市民懇談会、議会からご意見をいただいてきた「城前団地内を一つの候補地として移転改築を検討する」とした「鶴城小学校」の改築の方向性については、城前団地の方々のご意見等を踏まえ、お示しした方向性を変更し、改めて現在地での建替えを行うこととしたものであります。

また、鶴城小学校の現在地での建替えにあたっては、再度、会津学鳳高校跡地の活用について検討を進めたところであり、仮校舎の確保を早期に、かつ確実に行う手法として、旧グラウンドにプレハブ校舎を設けることで、新市建設期間内での鶴城小学校の整備を目指すものであります。

一方、城前団地につきましては、団地建替えについてのご要望を多くいただいてきたところであり、鶴城小学校の改築とは切り離すとともに、住民の皆様のご意見を十分お聴きしながら、引き続き住宅建替えへの取り組みを進めてまいる考えであります。

さらに、構想（素案）で位置づけたその他の施設の方向性については、鶴城小学校改築の新たな方向性や状況の変化に伴い、会津学鳳高校跡地の利活用を中心に内容の変更を行ったものでありますが、これ以外の施設については、基本的に市民懇談会からの提言に沿った方向性とするものであります。

次に、構想の概要についてお話いたします。
まず、鶴城小学校につきましては、先ほど申し上げましたとおり、「現在地での改築」を進めるものであります。

次に、会津学鳳高校跡地につきましては、市民懇談会からの提言のとおり、短中期的には「行政課題解決に向けた暫定的な利活用」、将来的には「観光駐車場、緑地等としての整備、利用」とし、鶴城小学校改築の現在地建替等に伴い、それぞれの施設の利活用の内容を改めてお示ししております。

また、会津図書館につきましては、「歴史資料保管センター・歴史資料展示室としての利活用」とし、陸上競技場、サブトラックにつきましては、それぞれ「多目的緑地公園」、「駐車場」としての整備、利用とするものであります。

さらに、市役所庁舎につきましては、「現在の本庁舎敷地に総合庁舎を整備」することとし、栄町第一庁舎、第二庁舎につきましては、それぞれ、「市民活動の拠点等」、「子どもたちに関連した施設」として利活用しようとするものであります。

なお、この構想につきましては、喫緊に対応を図らなければならない施設、また中長期的な対応に向けて、今からその取り組みを図らなければならない施設について、その利活用、整備の方向性を示したものでありますが、それぞれの施設の状況によって、対応すべき時期が異なっております。

したがいまして、今後、施設の利活用、整備の具現化にあたっては、状況に応じて関係する皆様のご意見をいただくとともに、中期財政見通しや行政評価等を踏まえつつ、財政状況を十分勘案しながら、個別の方針や計画の策定等を行い、個別具体的に事業展開を図ってまいりたいと考えております。

以上でございます。
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